
  

 

 

 

 

 

 

 

 

東安居小学校便り 

【校訓】 

明るく 仲よく たくましく 

 

【第２号】 

令和５年５月９日 

福井市東安居小学校 

校長  林 秀昭 

 

 
教育目標 

豊かな心を持ち 主体的に学び合い たくましく生きる子の育成 

 

ポストコロナに向けた取り組み 

 

新学期が始まってから１ヶ月が過ぎ、子供たちは元気に登校し、充実した日々を過ごしています。 

また、楽しみにしていたＧＷもあっという間に終わってしまいましたが、８日からは再び元気に登校し、

子供たちの楽しそうな笑顔を見ることができました。 

さて、５月８日（月）から新型コロナウィルス感染症は、５類感染症に移行しました。これまで３年にも

およぶコロナ対策は、転換期を迎えたようです。ニュースなどで見かける町中の様子は、まだ多くの

人々がマスクをしていて、これまでと変わらない対応を続ける会社や店舗も多いようです。それに対し

て、マスクは積極的に外す人や、検温センサー・パーティション等は撤去し、以前の対応に戻すところも

出てきています。 

３年間にも及ぶ感染症対策は、社会の考え方まで大きく変えてきました。今後、全てが以前のように

戻るとは考えにくく、感染症のリスクを考慮しつついろいろな取り組みに変わっていくと思います。このよ

うな状況は、大人でもどうしたものかと考えてしまう事が多いと思います。例えば地区の体育大会１つ

とっても、「実施するところ」「中止したところ」「今までとは異なる形の体育大会を計画しているところ」

など様々です。そこでは、多くの関係者が悩みに悩んで結論を出していることでしょう。 

  社会が大きく変化して先が見通しづらく、大人でもこれまでの考えが通用せずに悩む時代だからこ

そ、目の前にいる子供たちには、「自分は、○○だと考える」と自信を持って言える子、「自分は、△△だ

から□□する」と行動できる子になってほしいと願っています。 

  世界で活躍できるスポーツ選手の行動をみても明らかなように、あいさつ

や清掃などの基本的生活習慣はこれまで同様大切にしていきます。さらに、

人の話をしっかり聞いて自分の考えを伝えることができる力や自分から課

題を見つけ解決する力を育てていきたいと考えています。 

  とは言っても、そう簡単に身につく力ではありません。しっかり考える

場面を大切にすると共に、失敗しても周りの仲間や人々に助けられな

がら何度でも挑戦できるような環境を整備し子供たちを支えていきた

いと思います。 

   

 

 
日頃の学校の様子をみなさんにお知らせするために、ブログを始めました。ＨＰからブログ

を見に行くこともできます。 

携帯等でご覧になりたい方は、こちらのＱＲコードからも

入れます。 

できるだけ学校の様子を配信しますので、ご家庭もお子さ

んと学校生活について話す時間をつくり、親子の話題にし

て下さい。 
 

  



 

 

 

４月２８日（金）に、授業参観・ＰＴＡ総会・学年懇談会が

行われました。実に、４年ぶりのＰＴＡ総会ということもあ

り、たくさんの保護者の方が参加して下さいました。 

 

 

 

 

４月２７日（木）は、交通安全指導員のみなさんが登校の安全を見守って下さいました。日頃からたく

さんのボランティアの方々が見守って下さっていますが、この日はいつもより多くの方々に見守られなが

ら登校できて、とても感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４月２１日（金）６年生が、理科の学習で使うためのジャガイモの種芋植えをしました。今年も地域の

ボランティアの方にご指導いただきながら無事植えることができました。ジャガイモが成長する過程で、

葉の様子を観察し養分のでき方などについて観察したり実験したりしていきます。また、収穫する喜び

も味わってほしいですね。 

授業参観の様子 


